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研究成果の概要（和文）：正常と薬剤投与パーキンソン病モデル動物について、施灸がドパミン分泌、運動・非運動症
状に与える影響の判定を試みた。正常動物で線条体ドパミン分泌、c-fos遺伝子発現、夜間行動量増加が示された。6OH
DA投与動物では、黒質のドパミン合成が低下し、線条体c-fos遺伝子発現が消失した。これは、施灸によるドパミン分
泌の線条体機能制御への関与を示すと考えた。レセルピン投与動物では、施灸による体温の上昇が観察された。これら
の施灸に対する動物の反応、線条体のドパミン分泌と引き続いて起こる組織活性化、個体レベルでは動物の行動活発化
と体温上昇、これらの知見はパーキンソン病の症状改善に有用と推測された。

研究成果の概要（英文）：The effect of moxibustion on normal and Parkinson's disease model animals were att
empted to show its effects on dopamine secretion, motor and other symptoms. The moxibustion on normal rats
 resulted in the secretion of dopamine and c-fos expression in the striatum, also made the locomotor activ
ity higher. The synthetic activity of dopamine shown by the presence of tyrosine hydroxylase was made decr
eased, and c-fos expression in the striatum in the animals administered with  6OHDA to the striatum. This 
may indicate the dopamine secretion induced by moxibustion regulates the function of the striatum. The bod
y temperature of the animals administered with reserpine was made elevated by moxibustion. These reactions
 of animals to moxibustion, dopamine secretion in the striatum; its activation by dopamine;  increased loc
omotor activity; and the elevation of the body temperature, were suggested to be effective for the treatme
nt of the symptoms of Parkinson's disease.

研究分野：
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1. 研究開始当初の背景 
(1) 施灸は、温熱刺激により慢性疾患の治療
に有効とされる、東洋医学の一方法である。
有効性の判定は、患者の主観に頼ってきた。
東洋医学は、西洋医学と全く異なる原理に基
づき、病気を「気血水の流れの異常」と捉え
るので、西洋医学との接点が存在しない。パ
ーキンソン病の運動症状については、鍼が有
効であるとの報告があり、中国の文献によれ
ば、灸治療はパーキンソン病患者の 8 割以上
に効果が見られたとされるが、我が国では3％
の患者に行われるに過ぎない。 
(2) 施灸治療の客観的指標を得るために、ラ
ットに施灸実験を行うと、大脳基底核におい
て、ドパミン分泌が観察される。そこで、線
条体におけるドパミン分泌の不足が原因であ
るパーキンソン病に対して、施灸により症状
軽快の道が探れると考えた。パーキンソン病
は、中脳黒質の神経細胞の変性の結果として
起こる大脳基底核でのドパミン分泌不足が症
状の原因である。L-ドーパを代表とする薬物
治療が症状改善に著効を示す。一方、副作用
を伴うことも多く、薬物に反応しない症例も
ある。本研究で用いる灸は、副作用がないと
考えられ、薬物療法と同様に線条体における
ドパミン分泌が期待されるため、パーキンソ
ン病への有効性が期待される。 
 
2. 研究の目的 
以上の背景のもとで、パーキンソン病の症状
を軽快させるために、大脳基底核でのドパミ
ン分泌促進作用が示される施灸を、補助療法
として用いる可能性を探索する。パーキンソ
ン病は原因不明の難治性神経疾患であり、ド
パミン補充療法が成功してきた。一方、非運
動症状の出現やドパミン補充療法の副作用に
対しては十分な方法がない。そこで、補完代
替医療の一方法として施灸を用いる可能性を
動物実験により探る。 
 
3. 研究の方法 
(1) 材料：正常ラット：ウィスターラット（オ
ス、4 週から 30 週）。パーキンソン病モデル
動物：脳内に 6-OHDA を投与した動物、レセル
ピンを腹腔内に投与したラットを主に用いた。
MTPT を腹腔内に投与したマウスについては、
解析方法および測定装置の違いから十分な解
析に至らなかった。 
(2) 方法：正常およびパーキンソン病モデル
動物に施灸を行う。施灸によりもたらされる

脳内ドパミン分泌能を調べるとともに、動物
の行動測定により非運動症状に対する効果を
調べ、ドパミン分泌神経保護作用を組織学的
に明らかにすることを試みた。施灸の効果と
L-ドーパ投与の効果を比較して、両者の有用
性に関する解析が進行中である。 
 
4. 研究成果 
施灸を正常動物に行うことにより、背側線条
体にドパミンが分泌されること、また、背側
線条体における early immediate gene である
c-fos 遺伝子発現を誘発すれることが示され
た。さらに、施灸は動物の夜間行動量を増加
させた。6OHDA を線条体に投与したパーキン
ソン病モデル動物では、黒質神経細胞のドパ
ミン合成が低下し、背側線条体における施灸
による c-fos 遺伝子発現が消失していた。施
灸により分泌されるドパミンが、背側線条体
の機能の制御に関与することを示すと考えら
れる。レセルピンを投与したパーキンソン病
モデル動物では、施灸による体温が上昇が観
察された。これらの施灸に対する動物の反応
つまり、線条体におけるドパミン分泌と引き
続いて起こる組織の活性化、個体レベルでは
動物の行動活発化と体温上昇、はヒトのパー
キンソン病の運動・非運動症状の改善に有用
であると推測された。幾つかの解決すべき問
題が残された。モデル動物の運動症状と非運
動症状であるうつ状態について明瞭な改善効
果が示し得なかった。問題解決のためには、
モデル動物の取り扱い方法とうつ状態の測定
方法を改善する必要があると考えた。 
(1) 施灸方法：モグサ 2mg を毛を刈った皮膚
の上に置き、燃焼させた。1 粒のモグサは、
数十秒で燃え尽き、瞬間的に最高 170 度付近
に達した。5 粒のモグサを連続して 5 分以内
に燃焼させた。選穴は、最も施灸しやすい部
位として、背中の 1 穴の天平穴 GV5（最下位
胸椎と第 1 腰椎の間）と天門穴（頭頂部）を
選穴した。これを30分おきに3回繰り返した。 
施灸の対照としては、1）処置なし。2）シャ
ム：脱脂綿を 5粒経穴に置く。3）熱：シリコ
ンオイル中で 200℃に温めたジルコニアビー
ズを経穴に 2秒間置く。4）煙：動物を箱(30cm 
x 30cm x 35cm)に入れ、5mg のモグサを燃焼
させて煙で 30 分間燻す、とした。 
(2) パーキンソン病のモデル動物の作製： 
神経毒とレセルピンによりパーキンソン病モ
デル動物を作製した。 
① 6-OHDA：ラットの線条体に定位脳手術によ
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